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第６回理事会 ご報告 

日  時 令和 6年 3月 16日（土）9：30～12：00  ふれあい会館 2階 81 会議室 

出 席 者 役員・理事：１２名 副理事：５名  欠席の理事：３名 

１ 報告事項 

１）各種名簿報告書について 

（１）理事名簿 

・提出期日：４月１２日（金）  

（２）定期総会代議員名簿 

・提出期日：４月１９日（金） 

    ※市自連定期総会 ５月２５日（土）１４：００～ 

 （３）令和６年度自治会役員名簿と配布連絡員名簿 

・提出期日：３月２９日（金） 

    ・３/１５現在、２２自治会提出  

    →各種報告書は期日までに提出してほしい。 

 

 ２）部会関連について 

（１）令和６年度自治会会員証 

   →・色はピンク色。自治会名と世帯名の欄は一つの枠にした。 

    ・協賛店舗は現在、７１件。 

（２）「市自連ニュース」第３４号 

   →・記事内容：市との意見交換会、環境部会からのお知らせ、 

パトロール関連、どんど焼き等の親睦行事 

     ・広報部会が仕分けたので、理事が持ち帰り、自治会長に渡して地域での 

      回覧をお願いしたい。 

     

３）市との意見交換会について                       

（１）第５回開催日：３月２２日（金）１３：３０～１５：３０ 

（２）協議事項 １．市内給水管や公共下水道管について 

        ２．市内小中学校体育館の耐震化の状況について 

        ３．大規模災害時の井水有効活用について 

         →・以上の３点が、市自連が出した内容。 

    ※第２回意見交換会での協議事項 

・募金納付は地域福祉課の場所で、ワンストップで受け取ることになった。 

市社協がサニープレイス座間に戻ってきたら、市社協がワンストップで 

受け付けるようになると思う。 
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  ４）地区自連再編の動きと単独自治会の市自連再加入について 

 （１）入谷第一地区 → 「鈴長」「星の谷」「皆原」の３地区自連になる。 

    相武台地区  → 「相武台」から「広野台」が分離し独立する。 

（２）既存単独自治会の市自連再加入 

・加入に向け、動いている自治会が幾つかある。 

 

５）自治会長等情報の開示について（1/23～3/14）           

・開示件数：２７件（単独自治会含む） 

 

２ 協議事項 

 １）令和５年度事業報告・決算について                         

（１）事業報告                         

    →・令和５年度の事業計画について総括した。 

     ・役員会で取りまとめた内容について理事に諮り、総括として了承いただいた。 

     ・加入促進活動に関連して、賃貸の集合住宅の加入に積極的な理解を示して 

      くれている業者があり、自治会費の納付を不動産会社が行ってくれている。 

      賃貸の集合住宅について加入の協力をしてくれる会社を市自連が資料に 

まとめる必要があるのではないか。 

 （２）決算表 

    →・会計をまだ閉めてしないので、あくまでも想定決算ではあるが、 

      次年度「賃金引当金」を除いた繰越額は８６万程で財政的に非常に厳しい状況。 

 

２）「座間市自治会総連合会規約」の一部改定について         

   →・改定理由は、規約、細則、規程がそれぞれ何を定義するものかを明確に 

したためであることと、地区自連の括りを変える動きがあるので、地区自連を 

表記した「別表１」は細則に移すことなどを改めて確認した。 

      

３）令和６年度事業計画（案）・予算（案）について              

（１）事業計画（案）                       

  →・シンプルにポイントだけを押さえて立案した。 

    ・地区自連や単独自治会へのお役立ち活動としての「助成金情報の提供」は 

     新旧理事会（4/27）で資料を出す。 

・防災減災の意識啓発のための研修会は、今年度同様、自治会等の実施を支援する。 

    ・集合住宅への入居者の加入に協力してくれる管理会社や不動産会社をリスト化 

したい。 

    ・退会抑制策として、役員等をしなくても居続けられる自治会にしたい。 

（２）予算（案） 

   →・会員数２３０００世帯、その他に、単独自治会からの再加入と地区自連を退会 

したが市自連には留まる自治会の世帯数分５５０世帯を合わせて計上した。 

    ・加入世帯数のみに依存した補助金交付の有り様では財政が逼迫し、赤字転落が 
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     近い将来確実なので、市自連運営費は１０分の１０、交付してもらうようにした。 

但し、今まで市自連運営費１９６円を除いて５５０円であった市自連育成補助 

金は４７０円になった。 

 

４）加入促進キャンペーンについて 

（１）期間：３月２９日（金）～３月３０日（土） ※30日は土曜開庁日 

（２）担当：３月２９日（金） ９：３０～１２：３０ ⇒ 湯浅、清原、大矢賢 

               １２：３０～１５：３０ ⇒ 湯浅、吉岡、谷口 

         ３０日（土） ９：３０～１１：３０  ⇒ 湯浅、迎、佐藤 

 （３）場所：市役所１階市民ホール 

（４）内容：リーフレット入りクリアファイル配布、来庁者への声掛け等。 

  

 ５）能登半島地震義援金について 

 （１）預り金額：５６６，１３８円（3/15現在）  

   →・５４件 ６４７，７８８円（3/21現在）になった。 

 （２）義援金の送り先 

   →・できれば知り合いがいる地域にしたいので、情報があれば教えてほしい。 

     市自連定期総会（5/27）までにはお渡しし、総会で報告したい。 

 

 ６）役員選考委員会について 

   →・１名を選考するので、今回は、役員会が選考委員会を代行したい。 

→・理事会として了承。 

 

３ その他 

  ・自治会役員の引き受け手が見つからず苦慮していることについて、出席者の意見を 

聞きたいと理事から発言があった。 

   →意見 1. 自治会の女性役員を増やした。 

2．コロナで活動自粛時は会費を減額や徴収しなかった補填として役員への 

手当を減額して乗り切った。 

3. 規約で８０歳を超えたら役員免除と規定している。しかし、なり手不足で 

  やめられない 。 

4. 行政が８０歳以上に補助するような仕組みを作ってほしい。 

→市自連から要望はできるが実現は厳しそう。    

       5. 発想を変えることが大切ではないか。 

Ex)補助金を利用して活動費用に当てる、 

     日常性が高く負荷の少ない行事（事業）にシフトする、など。 

 

以 上 

 


